
 

       

令和４年度 第１回学校運営協議会（コミュニティスクール） 報告 

１．日  時：令和４年６月10日（金） 午前９時20分から11時20分まで 

２．場  所：静岡県立東部特別支援学校伊豆高原分校 

３．出席者：島田 晴夫様 （元伊東市立中学校教諭）   

        荻野 耕介 様 （伊豆介護センター） 

                梅谷 知寛 様 （伊東高等学校城ヶ崎分校ＰＴＡ会長） 

田畑 まどか 様 （富戸地区放課後児童クラブ） 

望月 正仁 様 （ＮＰＯ法人伊豆高原ＢＡＳＥ） 

坂本 淳 様 （ＰＴＡ会長） （欠席）  

    学校 増井（教頭）、佐藤弘康（高等部主事）、神戸あい（教務課長）  

４．内  容     司会（佐藤）  記録（神戸） 

 (1)委任 

 (２)教頭あいさつ 

 (3)学校運営協議会委員紹介 

 (4)今年度の分校運営計画 

     〇重点目標について説明 

・子供たちの安全を第一に考えた教育、教員も勉強しながら、自己調整力などを指導して 

いく。また、防災教育については、今までの経験を大事にしながら防災対策をしていく。 

・職業教育については、今年度からキャリアパスポートを作成し、将来にわたって支援をつ

なげていく。 

・小中学校との連携については、こちらからも情報発信をしていく。城ヶ崎分校との共生共

育では生徒同士の良い関係ができているので、引き続き交流を続けていく。学校再編に

向けて共生共育を続けていきたい。 

・不祥事根絶のためにも、お互いに顔が見える関係で職員一丸となってやっていく。 

 (5)コロナ対応について 

 ・本校の感染者は４月からゼロ。特別なことをやるのではなく、基本的な事をしっかりやる 

を徹底している。 

・マスクの着用については学校でも検討中。登下校、体育の授業については城ヶ崎分校と

確認したのち、外しても良いという方向で考えている。 

  （所属先での対応について） 

  →外での活動時は、基本的に外している。 

  →入室の際に体温チェックを行う。手洗いの徹底。市からの通達では、なかなか外せる機

会がない。暑そうな児童に対しては、別室で外し、少し休息するよう指示している。 

  →陽性者が出た場合の情報を共有して判断していけると良い。（個人情報に関わる部分な

ので難しい所もあるが…。） 

  →感染した場合や濃厚接触者の自宅待機期間について、保健所からの指示が変わって、 

    事業所判断の部分が大きい。検査もなかなかしてもらえない。 

  ・修学旅行について 

  昨年度は長崎に行った。感染者数と行先の評価レベルを毎日確認した。今年度は広島 

に行く予定である。 
 

 

 

 (6)文化祭（校内発表）見学 

  

 


